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公益財団法人 国際平和機構 



公益事業１ 環境教育事業 ※別紙参照 

ベトナムの環境問題の共有、日本の環境技術を周知し、日本とベトナムの相互理解、共通

課題の解決を目的とした環境フォーラムの実施を予定していたが、コロナウイルスの影響

でベトナム現地での開催は難しいとの判断となった。ベトナムでの環境フォーラムに関し

ては、ベトナム環境省と開催について意見交換を行い、開催に向け準備を進めていく。 

 

今年度は「環境教育」をテーマに複数のウェビナーを実施した。実会場参加形式とオンラ

イン参加形式でのハイブリット形式で開催を計画したが、コロナウイルスの発生状況に鑑

みて、実会場の開催を断念し、オンライン形式のみでウェビナーを実施することとなった。 

 

 

公益事業２ 文化交流事業 

 スポーツを通じた国際交流フォーラムを中国で開催する予定であったが、コロナウイル

スの影響で延期となった。コロナウイルスの影響がどの程度続くのか未定ではあるが、東京

オリンピック開催後もオリンピックのレガシーをつなげていく為に、スポーツを通した文

化フォーラムの開催を目指していく。 

 

公益事業３ 外国人技能実習事業 

 事業拡大のため、新規受け入れを目指し活動を行い、コロナウイルスの影響で令和４年度

中の受け入れはできなかったが、来年度早々に５名の受け入れを行うこととなった。現在は

技能実習制度の今後の方針を注視しながら、新規の受け入れを目指し、監理団体として適正

な監理を実施していく。 



環境フォーラム２０２３ 報告書 

 

概 要 

「環境教育・未来につながる持続可能型社会の実現」をテーマに複数のウェビナーを実施した。実会場

参加形式とオンライン参加形式でのハイブリット形式で開催を計画したが、コロナウイルスの発生状況

に鑑みて、実会場の開催を断念し、オンライン形式のみでウェビナーを実施することとなった。 

 

 

実施日程 

2023 年 3 月 28 日（火曜日）より 2023 年 4 月 2８日（金曜日）の一か月間公開を行う事とした

が、参加者からの要望と当初期限間際まで参加登録があったことから、約 1 か月公開を延長し 5 月

25 日（木）まで行った。 

 

 

実施方法 

オンライン開催 事前収録のウェビナー動画をオンデマンド配信（聴講者が視聴したいセミナー

動画を選択する方法） 

 

 

スケジュール 

3 月 6 日（月） 告知サイト・配信サイト制作完了 

3 月 10 日（金） セミナーサマリー入手 

3 月 20 日（月） 告知ページ公開 

事前登録者には事務局よりサイト URL 付き招待メール配信 

3 月 28 日（火） 配信サイト公開 

4 月 28 日（金） 公開終了予定であったが期間延長する。 

5 月 25 日（木） 公開終了 

 

 

ウェビナーテーマ 

「環境エンリッチメント」 

「廃棄物処理事業における情報科学技術の応用」 

「観光 MaaS(Mobility as a Service)」 

「世界のごみ問題を解決する『福岡方式』」 

と広い環境分野のテーマとする。 

 

 



パネリスト 

① 北海道大学 大学院情報科学研究院 教授 

山本 雅人 氏 

② 福岡大学 名誉教授  

松藤 康司 氏 

③ 株式会社吉成総合研究所 所長 

大柳 幸彦 氏 

④ 札幌国際大学観光学部 教授 

千葉 里美 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  



 

 

 



 

 

 
 

公益財団法人 国際平和機構 事務局 


